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《研究室便り》
　2005年8月、時代劇にしか出てこないような言葉が突如現れた：
刺客。衆議院選挙で自分の意にそぐわぬ・者を刺すため放たれた。
マスコミは面白がって連日報道し、国政選挙が国の将来の政治家
を選ぶというよりもワイドショー化した。その結果自民党が圧勝
し民主党惨敗。昔の自民党と社会党の時代に戻ったような議席配
分となった。The　New　York　Timesが日本人は中国共産党や北朝鮮
のようになぜ1党独裁を好むのか分析していた。我々はもう隣の
政治体制を笑えまい。
　さて、本年度から文系5学部の白山校舎一貫教育がスタートした。
ホテルを思わせるような瀟酒な校舎とその斬新な設計に、皆戸惑
いながらも顔に喜びをにじませていた4月は感動の月であった。
その感動の4月に、アメリカから若々しくももの静かな若手が我々
の仲間に加わった。これで本学科は英語教育を推進するための強
力な布陣を敷くことができた。まだまだ開墾半ばの英コミという
大地に、青々とした草木が育つよう願っている。
　本年度、本学科は白山校地一貫教育に合わせて1つの新たな試
みを行った。1年次のOral　Communication科目に習熟度別クラス
を1つ作り、3年次のSpeech　Communication科目にAdvanced　Class
を2つ作った。これにはコミュニケーション能力のある学生をよ
り上位のレベルに引き上げようという狙いがある。この試みは学
生からの要望が引き金となったものである。新たな試みが本学科
のレベルの向上になれば幸いである。
　夏休みアメリカに語学研修に出かけた学生が授業中「英コミで
学んでいることがアメリカの授業でもたくさんあった」と感想を
述べていた。生きた教育も本学科の目標である。そんな学生が多
くを学んだ恩師が白山台から去る。本学科設立に粉骨砕身の労を
とられた遠藤、大塚先生である。設立時の熱気を思うとやや感傷
的にもなるが、残された者は一層の学科発展に寄与する新たな意
気込みを示しながら、両先生をお送りしたい。今号は退任記念号
となった。（M．Suzuki）
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